
うるおいと活力にあふれる田園都市なかのしま
ふ る さ と
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　中条地区にある福祉作業所「虹の家」は、心身に障害のある方々が、地域の方々などと一緒に働き、社会参加や自
立を目指すところです。１２月は、お正月用の門松の製作で大忙し。もしかしたら皆さんのお宅に飾ってある門松が、
「虹の家」で作られたものかもしれませんね。
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２００２． 　月号

�  １２，９８０人　（－７）
� 　６，３８２人　（－４）　 � 　６，５９８人（－３）
� 　３，１０１世帯（±０）

総人口

男 女

世帯数

●町・県民税（第４期）　●国民健康保険税（第９期）
●国民年金（１月分）　●公共下水道受益者負担金・分担金（第４期）
●介護保険料（１号被保険者・普通納付分・第９期）

http://www.town.
nakanoshima.niigata.jp

人口と世帯数　１２月末日現在の「住民基本台帳」より（前月比） 今月の納税など（納付には便利な口座振替のご利用を） ホームページアドレス�
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冬期健康相談会�午前９時３０分～�池之島集落開発センター�１１ページ
新春ちびっ子カルタ大会�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�
小学校低学年

　

日
�

３０

１　

月

４カ月児健診�午後１時３０分～�町農村環境改善センター�平成１３年８
月・９月生まれ�１２ページ

　

日
�

１０

１　
　
　
　
　
　
　

月

冬期健康相談会�午前９時３０分～�中興野公民館�１１ページ
新春ちびっ子カルタ大会�午前１０時～�町農村環境改善センター�保育
所年長児

　

日
�

３１『石原詢子』＆『上杉香緒里』歌謡コンサートのチケット発売日�１０ペ
ージ

　

日
�

１１

冬期健康相談会�午前９時３０分～�上沼新田ふれあいセンター�１１ペー
ジ　母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善セ
ンター�１２ページ

１
日
�

２　
　
　
　
　
　
　

月

　

日
�

１２

２
日
�

�内科医：石川医院（�６６－２１４０）
�外科医：金井医院（�６２－０１１６）

　

日
�

１３

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）

３
日
�

�内科医：はしもと小児科（�６１－２４００）
�外科医：星整形外科医院（�６６－８８０８）
町図書館休館日 成人の日

　

日
�

１４

町図書館休館日
冬期健康相談会�午前９時３０分～�上野ふれあいセンター�１１ページ

４
日
�

　

日
�

１５

冬期健康相談会�午前９時３０分～�鶴ヶ曽根集会所�１１ページ
１歳６カ月児健診�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１２年７
月・８月生まれ�１２ページ

５
日
�

　

日
�

１６

冬期健康相談会�午前９時３０分～�粕島集落センター�１１ページ６
日
�

　

日
�

１７

冬期健康相談会�午前９時３０分～�思川押切公会堂�１１ページ７
日
�

母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１２ページ

　

日
�

１８

冬期健康相談会�午前９時３０分～�高畑集落ふれあいセンター�１１ペー
ジ

８
日
�

　

日
�

１９

『オスマン・サンコン』講演会＆『ママドゥ』アフリカンコンサート�
午後６時～�町民文化センター�１０ページ

９
日
�

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）
�外科医：見附市立病院（�６２－２８００）

　

日
�

２０

�内科医：内島医院（�６６－２４４６）
�外科医：石川医院（�６６－２１４０）

　

日
�

１０町図書館休館日
　

日
�

２１

�内科医：田�医院（�６２－１１２２）
�外科医：金井医院（�６２－０１１６）
町図書館休館日 建国記念の日

　

日
�

１１
　

日
�

２２

冬期健康相談会�午前９時３０分～�杉之森公会堂�１１ページ
　

日
�

１２
　

日
�

２３

冬期健康相談会�午前９時３０分～�中条新田第三集落開発センター�１１
ページ

　

日
�

１３
　

日
�

２４

冬期健康相談会�午前９時３０分～�赤小沼集落ふれあいセンター�１１ペ
ージ

　

日
�

１４
　

日
�

２５

冬期健康相談会�午前９時３０分～�西野新田農家生活改善センター�１１
ページ　母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改
善センター�１２ページ

　

日
�

１５おはなしひろば�午後２時～�町民文化センター
　

日
�

２６

　

日
�

１６�内科医：村上医院（�６３－４６００）
�外科医：寺師医院（�６２－０１３７）

　

日
�

２７

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）　�外科医：見附市立病院（�
６２－２８００）　町民スキー教室�午前７時４０分町民文化センター集合�五
日町スキー場�１１ページ

　

日
�

１７町図書館休館日
　

日
�

２８

町図書館休館日
冬期健康相談会�午前９時３０分～�中西集落開発センター�１１ページ

　

日
�

１８３歳児健診�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１０年１２月～平
成１１年１月生まれ�１２ページ

　

日
�

２９

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
「
広
報
な
か
の
し

ま
」
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
今
年
の
元
日

は
、
朝
か
ら
青
空
が
広
が
り
ま
し
た
。
年

末
も
大
荒
れ
と
い
っ
た
天
候
で
は
な
く
、

初
も
う
で
に
行
く
に
は
、
絶
好
の
一
日
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
二
〇

〇
二
年
が
、
こ
の
よ
う
に
清
々
し
い
一
年

間
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
▼
「
カ
メ
ラ

散
歩
」
で
紹
介
し
ま
し
た
、
十
二
月
十
一

日
�
に
開
催
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
バ
ロ
ッ

ク
・
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
よ
り
、
立
町

（
村
）
百
周
年
記
念
事
業
が
ほ
ぼ
終
了
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
催
し
物
に
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
参
加
、
ご
協
力
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

１月１３日�
　�内 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）
１月１４日�
　�内 ： はしもと小児科 （�６１－２４００）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）
１月２０日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
１月２７日�
　�内 ： 村 上 医 院 （�６３－４６００）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）

２月３日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
２月１０日�
　�内 ： 内 島 医 院 （�６６－２４４６）
　�外 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
２月１１日�
　�内 ： 田 � 医 院 （�６２－１１２２）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）
２月１７日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）

編後
集記

休日在宅当番医のお知らせ　■内 ：内科医　■外 ：外科医

こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
古
紙
配
合
率　

％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

１００



広報なかのしま ２００２．１月号 �

新年のごあいさつ

 １０１歳のなかのしま

町　長　樋 山 粂 男

　

新
春
を 
寿 
ぎ
、
皆
様
の
御
健

こ
と
ほ

勝
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
お
陰
様
で
五
期
目
の
初

春
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
重
責
に
心
を
引
き
締
め
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
十
一
世
紀
の
幕
開

け
に
期
待
し
た
昨
年
で
し
た
が
、

依
然
と
し
て 
永  
引 
く
不
況
感
に

な
が 

び

加
え
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
か

ら
一
層
社
会
不
安
が
増
幅
さ
れ

る
な
ど
、
期
待
通
り
と
は
言
え

な
い
一
年
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
中
で
我
が
町
で
は
立

町
（
村
）
百
周
年
事
業
な
ど
、

皆
様
の
ご
協
力
で
そ
れ
な
り
の

成
果
を
納
め
、
新
し
い
年
に
希

望
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
予
想
さ
れ
る
平

成
十
四
年
の
課
題
に
は
、
大
き

く
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
一
つ
は
、
第
四
次
総

合
計
画
後
期
五
か
年
計
画
の
策

定
で
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ

う
に
国
・
県
の
各
種
の
改
革
が

進
行
し
て
い
る
中
で
、
中
・
長

期
を
見
通
し
た
計
画
は
大
変
難

し
く
、
不
明
や
不
安
の
点
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
少

子
・
高
齢
化
の
進
行
や
、
厳
し

い
社
会
情
勢
な
ど
一
日
も
等
閑

視
で
き
な
い
実
情
か
ら
、
今
こ

そ
先
人
に
学
び
�
活
力
あ
ふ
れ

る 
田  
園  
都  
市 
な
か
の
し
ま
�
の

ふ 

る 

さ 

と

実
現
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗

を
流
す
と
き
と
思
い
ま
す
。
も

う
一
つ
は
市
町
村
合
併
の
問
題

で
す
。
合
併
は
百
年
の
大
計
、

目
先
の
利
害
得
失
や
感
情
論
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
冷
静

に
考
え
、
論
議
を
つ
く
す
年
と

し
た
い
も
の
で
す
。

　
「
人
の
一
生
は
重
荷
を
負
っ

て
遠
き
道
を
行
く
が 
如 
し
」
と

ご
と

か
。
百
一
歳
の
意
義
あ
る
年
。

今
年
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

� 広報なかのしま ２００２．１月号

◆1月
○総合子育て支援施設内に設置され

る保育所と児童館の名称が、「み

ずほ保育所・児童館」に決定。

◆2月
○県が「新潟県市町村合併促進要

綱」を策定。中之島町は、長岡市

を中心とする７市町村による合併

案に。

◆4月
○保育所、児童館及び子育て支援セ

ンターを併設した「総合子育て支

援施設」開設。

○立町（村）１００周年記念事業のキャ

ッチフレーズが、「夢　たくす　

新世紀」に決定。

○２９日�、新潟市のビッグスワンで

開催された「新潟２００１年宇宙の

旅」に、中之島町から 大  凧 合戦協
おお だこ

会、 天  風  會 及び心友会が参加。
てん ぷう かい

◆5月
○新潟陸運株式会社が中之島流通団

地への進出決定。１０日�、進出協

定などの調印式を開催。

◆6月
○１６日�、「第２９回中越地方植樹祭」

挙行。

○「ＩＴ講習」がスタート。

○三沼分館脇の「大ケヤキ」を町の

指定史跡名勝天然記念物に指定。

◆7月
○２１日�、「全国夏期巡回ラジオ体

操・みんなの体操会」開催。町内

外から約２，８００名が参加。

◆8月
○１２日�、「第６回中之島夏まつり」

において立町（村）１００周年を記念

し、花火１００発を打ち上げ。

○アラン・ホーンさんがＡＬＴ（外

国語指導助手）として着任。

○広域農道の刈谷田川にかかる橋の

名称が、「中栄（なかえい）大橋」

に決定。

○２６日�、末宝地内において交通死

亡事故が発生。連続死亡事故「０」

運動の記録が６３９日間でとぎれる。

◆9月
○２３日�、読み聞かせサークル「つ

くしんぼ」が「おはなしコンサー

ト」開催。

◆１０月
○２日�、「立町（村）１００周年記念

式典」挙行。功労者表彰、「町の

ゆめ」発表、タイムカプセル封印、

シンボルマーク発表などを実施。

○２日�、公式ホームページ開設。

○６日�、中之島中学校が「創立１０

周年記念式典」挙行。

○２８日�、中之島町長選挙を実施。

樋山粂男町長が無投票で５選。

◆１１月
○２５日�、「未来トーク in なかのし

ま」を開催し、市町村合併につい

ての講演実施。

◆１２月
○１１日�、「クリスマス・バロック

名曲コンサート」開催。町内の小

学生２５名が参加。

○長岡市長を中心とした７市町村長

（外に三島町長がオブザーバーと

して参加。）による「長岡地域市町

村合併研究会」発足。

　１９０１年１１月１日、８ヵ村が

合併し、中之島村が誕生しま

した。

　そして、１００歳を迎えた２０ 

０１年、中之島町では立町（村）

１００周年を記念した事業を数

多く実施しました。

　そこで、１年間を振り返っ

てみましょう。

２００１年の

なかのしま



広報なかのしま ２００２．１月号 �

①藤山
②中之島第一、五百刈

長
谷
川
昭
英  

�再
 

①中之島第七
②中之島第六・第七

鈴
木　

誠
司  

�再
 

①中之島第五
②中之島第四・第五

坂
口　

壯
治  

�再
 

①中之島第一
②中之島第二・第三、
粕島

武
田　

和
子  

�新
 

①大口
②灰島新田、大口

南
場　

喜
一  

�新
 

①大曲戸
②大曲戸

野
上　
　

稔  

�再
 

①長呂
②関根、島田、長呂、
宮内、宮内下村、並
木新田

�
井　

幸
江  

�再
 

①興野
②末宝、福原、興野、
宮内丁、狐興野

佐
々
木
武
夫  

�再
 

①真弓
②鶴ヶ曽根、猫興野、
真弓、野口

近
藤　

益
榮  

�再
 

①中興野第一
②中興野第一～第四

坂
牧　

兵
衛  

�新
 

①横山
②杉之森、高畑、横山、
大保、品之木

�
野　

積
衛  

�再
 

①中野中
②中野中、中野西、横
野、稲島

小
根
山
作
久
栄  

�新
 

　

平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
付
け
で
、
次
の
二
十
六
名
の
方
々
が
「
民
生
・
児
童
委
員
」
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
福
祉
を
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
町
民
の
方
々
の
よ

き
相
談
相
手
と
し
て
、
今
後
三
年
間
に
わ
た
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
十
三
年
十
二
月
五
日
�
に
就
任
式
を
行
い
、
会
長
に
野
上
保
さ
ん
、
副
会
長
に
佐

々
木
武
夫
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
加
野
康
子
さ
ん
、
吉
藤
晃
威
さ
ん
、
吉
田
弘
子
さ
ん
、
岩
本
實
さ
ん
、

小
黒
宗
雄
さ
ん
及
び
�
森
惠
二
さ
ん
の
六
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
長
い
間
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す

①中之島第二
②藤山

野
上　
　

保  

�再
 

①住所
②担当地区

お　

名　

前  

�再・再任新・新任

お 写 真
敬称略
順不同（ ）

①新栄
②新栄、幸南

菊
地
�
治
郎  

�再
 

①池之島
②池之島、押切駅前、
押切思川、坪根

丸
山　
　

綾  

�再
 

①中野東
②中野東

渡
邉　

康
男  

�新
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①中条宮村
②中条第二、中条宮村

横
山　

晴
雄  

�再
 

①上沼新田
②中条第一、上沼新田

�
原
佐
久
一  

�再
 

①中条新田第一
②真野代新田、中条新
田第一・第二

藤
井　

智
子  

�再
 

①西野
②西野、西野新田

大
倉　

�
明  

�再
 

①大沼新田
②赤小沼、大沼新田

�
森　

精
二  

�新
 

①中条新田第二
②中野・中条・信条・
三沼地区

（専任委員）

小
柳
美
津
江  

�再
 

①中条第二
②中条中、中条東

栗
林　

嗣
雄  

�新
 

①下沼新田
②中条新田第三、下沼
新田

清
野　

正
弘  

�再
 

①中西
②中西、西高山新田、
六所

�
澤　

ム
ツ  

�再
 

①中之島第七
②中之島・上通・中通
・西所地区

（専任委員）

五
十
嵐
カ
ツ
子  

�再
 

市
町
村
合
併
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

中
之
島
町
も
参
加
し
て
い
る
十

二
月
に
設
置
さ
れ
た
「
長
岡
地
域

市
町
村
合
併
研
究
会
」
に
基
づ
き
、

こ
の
地
域
の
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
の
調
査
、
研
究
な
ど
を
行
う
た

め
、
議
長
を
除
く
十
九
名
の
議
員

に
よ
る
市
町
村
合
併
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度

各
会
計
補
正
予
算

○
一
般
会
計

　

二
、
〇
八
五
万
七
千
円
を
追
加
、

総
額
五
三
億
四
、
八
六
一
万
二
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
△
は

減
額
。）。

〔
歳
入
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
地
方
交
付
税 

一
、
九
九
二

・
農
業
費
県
補
助
金 

八
七
九

・
減
債
基
金
繰
入
金

△　

九
九
九

〔
歳
出
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
水
田
農
業
経
営
確
立
総
合
支
援

事
業
費
補
助
金 

八
〇
四

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金 

八
四
一

・
町
道
用
地
購
入
費 

七
二
九

・
物
件
等
補
償
料△　

一
、
七
六
八

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

六
〇
八
万
八
千
円
を
追
加
、
総

額
七
億
三
、
六
五
三
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〔
歳
入
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
一
般
会
計
繰
入
金 

八
四
一

〔
歳
出
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
消
費
税
返
還
金 

七
七
二

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

二
九
七
万
八
千
円
を
追
加
、
総

額
七
億
一
、
一
九
二
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

六
二
三
万
八
千
円
を
追
加
、
総

額
五
億
一
、
七
四
四
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
（
△
は
減
額
。）。

〔
歳
出
〕 

（
単
位‥

万
円
）

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負

担
金 

四
、
五
〇
〇

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負

担
金 

△　

三
、
〇
〇
〇

条
例
改
正

　

次
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

○　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

中
之
島
町
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例

○　

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例そ
の
他

　

中
之
島
町
が
構
成
員
と
な
っ
て

い
る
、
次
の
一
部
事
務
組
合
の
協

同
処
理
す
る
事
務
及
び
規
約
が
一

部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○　

新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合

○　

新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合

請　

願
（
採
択
分
の
み
）

○　

厚
生
労
働
省
の
「
医
療
保
険

制
度
改
革
試
案
」
に
対
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

○　

骨
髄
バ
ン
ク
の
利
用
に
か
か

わ
る
医
療
保
険
の
適
用
を
求
め

る
請
願

　

十
二
月
定
例
議
会
が
十
二
月
十
八
日
�
か
ら
開
会
さ
れ
、
二
十
一
日
�

に
閉
会
し
ま
し
た
。
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
ほ
か
、
市
町
村
合
併
調

査
特
別
委
員
会
の
設
置
案
な
ど
十
一
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１２月 町 議 会 報 告
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二
〇
〇
〇
年
現
在
、
高
齢
者
が

い
る
世
帯
は
約
一
千
五
百
四
十
万

世
帯
、
こ
れ
が
二
〇
一
五
年
に
は

全
世
帯
数
の
四
割
に
当
た
る
約
二

千
三
十
万
世
帯
と
な
り
、
そ
の
半

数
以
上
が
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
ま

い
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
制
度
に
よ
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
の
民
間

賃
貸
住
宅
の
供
給
を
支
援
し
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢

者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設
し

た
り
、
既
存
の
住
宅
を
高
齢
者
向

け
の
優
良
賃
貸
住
宅
と
す
る
た
め

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
り
す
る
場
合
、
国
・
地
方
公

共
団
体
か
ら
の
補
助
や
税
制
上
の

優
遇
制
度
（
新
規
建
設
の
み
）
が

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

◆
受
け
ら
れ
る
補
助
・
優
遇
制
度

○
住
宅
の
共
用
部
分
（
廊
下
、
階

段
な
ど
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設

備
な
ど
の
整
備
費
に
対
す
る
補

助
○
低
所
得
者
の
高
齢
者
世
帯
に
対

し
て
家
賃
減
額
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
家
賃
減
額
費
用
に
対
す
る

補
助

○
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
所
得
税

・
法
人
税
の
割
増
償
却

　

高
齢
に
な
る
と
、
階
段
や
お
風
呂
な
ど
家
の
中
で
ケ
ガ
を
す
る
の
で
は

な
い
か
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
断
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た

住
ま
い
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
不
安
を
な
く
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住
空

間
を
つ
く
る
た
め
、「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が

昨
年
四
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
柱

で
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

民
間
事
業
者
の

取
組
を
支
援
す
る

高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
制
度

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進

●
問
い
合
わ
せ
先
／

　

県
土
木
部
都
市
局
都
市
政
策
課
宅
地
建
物
係

（
�
〇
二
五

－

二
八
〇

－

五
四
二
七
）

お
年
寄
り
の
住
ま
い
の

不
安
を
な
く
し
ま
す
。

〔
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
〕
が
制
定

� 広報なかのしま ２００２．１月号

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
い
、
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸

住
宅
と
す
る
目
的
で
、
既
存
の
住

宅
を
購
入
す
る
場
合
は
、
住
宅
金

融
公
庫
融
資
の
特
例
に
よ
り
、
そ

の
購
入
費
の
融
資
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

括
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
融
資
制
度
に
は
、

高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
債

務
保
証
を
実
施
し
ま
す
。

す
。

　

高
齢
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
賃
貸
住
宅
に
終
身
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
た

め
の
仕
組
み
と
し
て
、「
終
身
建

物
賃
貸
借
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
知
事
の
認
可
を
受

け
た
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
、
賃
借

人
が
生
き
て
い
る
限
り
続
き
、
死

亡
し
た
と
き
に
終
了
す
る
、
借
り

た
方
本
人
の
一
代
限
り
の
借
家
契

約
で
す
。

　

な
お
、
配
偶
者
な
ど
一
定
の
同

居
者
は
、
借
家
人
死
亡
後
も
継
続

し
て
居
住
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
生
涯
、
住
み
慣
れ
た

自
分
の
家
で
、
で
き
る
だ
け
自
立

し
、
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
次
の
よ
う
な
融
資
制
度
で
、

高
齢
者
の
自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
自
身
が
、
自
宅
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場

合
、
ロ
ー
ン
の
返
済
を
軽
く
す
る

住
宅
金
融
公
庫
の
特
別
融
資
制
度

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
最

大
五
百
万
円
ま
で
の
融
資
を
受
け

ら
れ
、
生
存
時
は
利
子
部
分
の
み

を
返
済
し
、
死
亡
時
に
住
宅
資
産

な
ど
を
活
用
し
て
、
ロ
ー
ン
を
一

高
齢
者
対
象
の

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特
例

一
括
償
還
型
バ
リ
ア
フ
リ
ー

リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度

既
存
住
宅
を
購
入
し

優
良
賃
貸
住
宅
と
す
る
た
め
の

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の

特
例

　

民
間
賃
貸
住
宅
で
は
、
家
賃
の

不
払
い
や
病
気
、
火
災
な
ど
の
不

安
か
ら
「
高
齢
者
入
居
不
可
」
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
が
円

滑
に
入
居
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
賃
貸
住
宅
市
場
を
整
備
す
る

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
新
た
な
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な

い
賃
貸
住
宅
が
、
都
道
府
県
知
事

（
ま
た
は
そ
の
指
定
機
関
）
に
登

録
し
、
高
齢
者
に
そ
の
賃
貸
住
宅

情
報
を
提
供
す
る
体
制
が
整
備
さ

れ
ま
す
。

　
「
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

制
度
」
の
助
成
を
受
け
た
住
宅
は
、

必
ず
こ
れ
に
登
録
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
住
宅
に
は
、

万
一
、
入
居
し
た
高
齢
者
が
家
賃

を
滞
納
し
た
場
合
、
高
齢
者
居
住

支
援
セ
ン
タ
ー
が
家
賃
の
債
務
保

証
（
六
か
月
を
限
度
）
を
行
い
ま

高
齢
者
世
帯
の
入
居
を

拒
ま
な
い

賃
貸
住
宅
の

登
録
・
閲
覧
制
度

高
齢
者
が
安
心
し
て

住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

終
身
建
物
賃
貸
借
制
度

高
齢
者
の
持
ち
家
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

●
問
い
合
わ
せ
先
／

　

県
土
木
部
都
市
局
都
市
政
策
課
宅
地
建
物
係

（
�
〇
二
五

－

二
八
〇

－

五
四
二
七
）

高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で
き
る
賃
貸
住
宅
市
場
を
整
備

●
問
い
合
わ
せ
先
／

　

県
土
木
部
都
市
局
建
築
住
宅
課
住
宅
整
備
係

（
�
〇
二
五

－

二
八
〇

－

五
四
四
三
）

　このたび、樋山恭平さん（中条

宮村）が「文部科学大臣表彰」を。

丸山正一さん（大口）が「全国中

ブロック体育指導委員連絡協議会

功労者表彰」を。皆川弘明さん

（赤小沼）が「県体育指導委員功

労者表彰」をそれぞれ受賞されま

した。

　皆さんは、長年町の体育指導委

員を勤め、地域スポーツの普及振

興に尽力。現在でも各種スポーツ

大会や教室において、活躍されて

います。

３名の体育指導委員の
方々が各種表彰を受賞

　樋山　恭平 さん　（中条宮村）

◆
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

者

　丸山　正一 さん　（大口）

◆
全
国
中
ブ
ロ
ッ
ク
体
育
指

導
委
員
連
絡
協
議
会
功
労

者
表
彰
受
賞
者

　皆川　弘明 さん　（赤小沼）

◆
県
体
育
指
導
委
員
功
労
者

表
彰
受
賞
者
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クリスマスのひとときを
音楽で楽しむ
クリスマス・バロック・名曲コンサート

　１２月１１日�、立町（村）１００周年記念事業の一環

として、町民文化センターを会場に「クリスマス

・バロック・名曲コンサート」を開催しました。

　満員となった会場をプラハ・バロック・アンサ

ンブルの皆さんが奏でる美しい旋律が包み、曲が

終わるたびに大きな拍手がわき起こりました。

　また、当日は、町内の小学生２５名によるかわい

い賛美歌の合唱も披露されました。

創意工夫で商品開発 ２１・まちづくりフォーラム
　１２月２日�、町農村環境改善センターを会場に

「２１・まちづくりフォーラム」が中之島つくろう

塾の主催で開催。約８０名の方々が来場されました。

　講師の大山さんは「近年、中国から農産物の輸

入が増えているが、これは日本の商社が現地の人

々に作らせたもの。多品種少量販売など創意工夫

が必要」とご自身の体験をもとに話されました。

確
定
申
告
の
相
談
会
場
が

〔
パ
ル
ム
セ
ン
タ
ー（
三
条
市
）
〕に

変
更
さ
れ
ま
す

　

確
定
申
告
の
主
な
相
談
会
場
を
、
三

条
税
務
署
の
プ
レ
ハ
ブ
会
場
か
ら
変
更

し
、「
パ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
（
三
条
市
）」

に
設
置
し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
２
時
間

ま
で
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
三
条
税
務
署
に
お
い
て
も
相

談
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
相
談
会
場
／
パ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
（
三

条
市
神
明
町
２－

１　

パ
ル
ム
２　

２
階
（
左
図
参
照
）

◆
相
談
日
／
２
月　

日
�
〜
３
月　

日

１８

１５

�
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除

く
。）

◆
受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時　

分
３０

●●●確定申告の相談会場●●確定申告の相談会場●●●

相談会場相談会場
●●

� 広報なかのしま ２００２．１月号

まちの　　　　　　 をお寄せください。・�
企画課　　６１－２０１１�

もちをぺったん、ぺったん 中之島保育所もちつき会
　１２月１９日�、中之島保育所では、町商工会の皆

さんよる「もちつき会」が行われました。

　おもちつきが始まると、きねを振り下ろすたび

に子どもたちは「よいしょ�よいしょ�」と掛け

声を上げ、大きな声でお兄さんたちを応援。仕上

げに一緒にきねを持っておもちをついたあと、つ

きたてのおいしいおもちをみんなで食べました。

サンタさんありがとう ピヨピヨクラブ（育児サークル）
　１２月２１日�、育児サークルに集まった子どもた

ちのもとに、サンタさんが大きな白い袋を手にや

ってきました。その袋からプレゼントが取り出さ

れると、子どもたちは笑顔で受け取っていました。

　育児サークルは、毎月第１・３金曜日に町農村環

境改善センターにおいて開催。小さいお子さんをお

持ちの保護者の方 は々、ぜひ遊びに来てください。

「火災０の町」を目指して 平成１４年消防出初式
　１月６日�、町農村環境改善センターを会場に、

町消防団による「消防出初式」を挙行。放水や式

典などが行われました。

　中之島町では、平成１３年の１年間、ボヤが１件

発生しており、「火災０の町」を目指して、消防

団の皆さんは、寒空の中、決意を新たにしていま

した。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
目
に

　

給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
所
得
者
で
、

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
方
で
も

次
の
よ
う
な
場
合
、
還
付
申
告
を
す
る

と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
い
、
医
療
費

控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

○
住
宅
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

る
場
合

○
給
与
所
得
者
が
年
の
途
中
で
退
職
し
、

再
就
職
し
て
い
な
い
場
合

○
収
入
が
公
的
年
金
だ
け
ま
た
は
、
公

的
年
金
と
給
与
の
方
で
、
確
定
申
告

に
よ
り
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書

は
、
確
定
申
告
期
間
（
２
月　

日
�
〜

１８

３
月　

日
�
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
源
泉

１５

徴
収
票
な
ど
が
届
い
た
１
月
か
ら
提
出

で
き
ま
す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
、
会

場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
郵

送
な
ど
に
よ
り
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
三
条
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
�
０
２
５
６－

　

－

６

３２

２
１
３
）

税理士会が行う
無料相談

（対象：還付申告者）

会　場受付時間相談日

パ ル ム
セ ン タ ー
三条市
神明町
２－１
パルム２
２階

午前９時～
正午

午後１時～
３時３０分

２月１日�～

３月１２日�

見附市役所
４階
大会議室

午前９時
３０分～正午
午後１時～
３時３０分

２月２０日�～

２１日�
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■
越
後
丘
陵
公
園
「
ホ
ワ
イ
ト
シ
ー
ズ

ン
」
の
営
業
案
内

　

越
後
丘
陵
公
園
で
は
、
次
の
と
お
り

「
ホ
ワ
イ
ト
シ
ー
ズ
ン
」
の
営
業
を
行

い
ま
す
。

期
間　

３
月　

日
�
ま
で
（
月
曜
日
休

１０

園
）　

開
園
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
４
時　

分　

�
入
園
料
、
駐
車
料

３０

及
び
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
使
用
料
が
無
料　

ゲ
レ
ン
デ　

ス
ノ
ー
プ
レ
イ
エ
リ
ア
、

ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
、
ソ
リ
ゲ
レ
ン
デ
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ゲ
レ
ン
デ
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス　

暖
の
館　

フ
ワ
フ

ワ
遊
具
設
置　

�
越
後
丘
陵
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
業
務
課
企
画
係
（
�　

－

８

４７

０
０
１
）

■
「
畜
産
物
加
工
体
験
会
」
開
催

　

中
越
農
政
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お

り
「
畜
産
物
加
工
体
験
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

�
２
月　

日
�　

午
前
９
時　

分
〜
午

１３

３０

後
３
時　

分　

�
長
岡
市
ふ
る
さ
と
体

３０

験
農
業
セ
ン
タ
ー　

�
無
料　

内
容　

県
産
豚
肉
や
牛
乳
を
使
っ
て
ソ
ー
セ
ー

ジ
や
バ
タ
ー
を
手
作
り　

�
１
月　

日
３１

�
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ
ハ
ガ
キ
で

申
込　

�
中
越
農
政
事
務
所
畜
産
課

（
�　

－

２
５
５
６
）

３８

￥�
問�

￥�

申�

問�

お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
『
オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ

ン
』
講
演
会
＆
『
マ
マ
ド
ゥ
』
ア

フ
リ
カ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
演
前
に
見
附
嵐
南
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
表
彰
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

�
２
月
９
日
�　

午
後
５
時
開
場
、

午
後
６
時
開
演

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

�
全
席
自
由　

１
、０
０
０
円

■
講
演
会
の
演
題　

視
力
６
・
０

か
ら
見
た
日
本

￥�

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
『
石
原
詢
子
』
＆
『
上

杉
香
緒
里
』
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
３
月
３
日
�　

昼
の
部‥

午
後

２
時　

分
開
場
、
午
後
３
時
開
演
、

３０

夜
の
部‥

午
後
６
時
開
場
、
午
後

６
時　

分
開
演

３０

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

�
全
席
自
由　

２
、５
０
０
円

（
当
日
５
０
０
円
増
）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

１
月　

日
�

１１

￥�

 �役場（代表）
０２５８

６６－２００２
●総務課

６１－２０１０
●企画課

６１－２０１１
●建設課

６１－２０１２
●出納室

６１－２０１３
●町民課

６１－２０１４
●産業課

６１－２０１５
●保健福祉課

６１－２０１６
●税務課

６１－２０１７
●議会事務局

６１－２０１８
●農業委員会事務局

６１－２０１９
●教育委員会事務局
　/庶務学校教育課

６１－２０２０

町民文化センター
●生涯学習推進課

６６－１３１０

（ ）
記号の説明

�とき　�ところ
�対象者　�費用
�申込方法
�問い合わせ先

￥�

申�

問�

『
石
原
詢
子
』＆『
上
杉
香
緒
里
』

歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

『
オ
ス
マ
ン
・
サ
ン
コ
ン
』

講
演
会
＆『
マ
マ
ド
ゥ
』

ア
フ
リ
カ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

��広報なかのしま ２００２．１月号

■
感
電
災
害
に
ご
注
意
を

　

冬
期
間
は
、
風
雪
や
樹
木
折
損
、
落

雷
な
ど
に
よ
り
、
電
線
が
断
線
し
た
り
、

屋
根
の
雪
降
ろ
し
で
電
線
に
接
近
・
接

触
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
場
合
に
は
、
絶
対
に
電
線
に

触
れ
ず
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
東
北
電
力
㈱
長
岡
営
業
所
（
�　

－

３５

１
８
６
０
）

■
自
動
車
盗
難
対
策
の
お
知
ら
せ

　

最
近
、
登
録
事
項
等
証
明
書
を
悪
用

し
た
組
織
的
な
自
動
車
窃
盗
事
件
な
ど

が
多
発
し
、
盗
難
自
動
車
の
不
正
流
通

が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
国
土
交
通
省
で
は
、
警
察
庁
と
連

携
し
、
次
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
策
事
項　

○
登
録
事
項
等
証
明
書
交

付
請
求
者
、
自
動
車
検
査
証
再
交
付
申

請
書
な
ど
の
氏
名
及
び
住
所
が
正
し
い

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
交
付
請
求
・

申
請
を
す
る
方
に
対
し
て
①
運
転
免
許

証
②
被
用
者
保
険
証
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
③
パ
ス
ポ
ー
ト
ま
た

は
外
国
人
登
録
証
明
書
④
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
ま
た
は
氏
名
及
び
住
所
が

確
認
で
き
る
身
分
証
明
書
の
い
ず
れ
か

の
提
示
を
依
頼
○
自
動
車
の
盗
難
被
害

に
遭
っ
た
所
有
者
も
し
く
は
使
用
者
か

ら
、
当
該
自
動
車
に
つ
い
て
不
正
な
移

転
登
録
な
ど
の
防
止
を
図
っ
て
ほ
し
い

と
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
警
察
署

発
行
の
盗
難
被
害
届
受
理
証
明
書
ま
た

は
盗
難
被
害
届
受
理
番
号
を
そ
の
申
出

人
か
ら
確
認
。
自
動
車
登
録
フ
ァ
イ
ル

に
当
該
自
動
車
が
盗
難
自
動
車
で
あ
る

こ
と
を
記
録
し
て
、
申
出
以
降
に
不
正

な
名
義
変
更
を
防
止

�
長
岡
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
登
録

部
門
（
�　

－

１
１
３
１
）

２２

問�問�

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
「
町
民
ス
キ
ー
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

希
望
者
に
は
、
無
料
の
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル
も
開
講
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�
２
月　

日
�　

午
前
７
時　

分

１７

４０

集
合
、
午
後
５
時
解
散

�
五
日
町
ス
キ
ー
場

■
集
合
及
び
解
散
場
所　

町
民
文

化
セ
ン
タ
ー

�
１
、０
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
。

リ
フ
ト
券
代
別
。
大
人
・
子
ど
も

と
も
同
額
。）

■
定
員　
　

名
（
た
だ
し
、
子
ど

５０

も
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
。）

�
１
月　

日
�
〜
２
月
７
日
�
ま

１８

で
に
参
加
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
し
込

み
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

￥�申�

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
冬
期

健
康
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
ピ
ン
ピ
ン

こ
ろ
り
を
め
ざ
し
て
』。
地
域
の

皆
さ
ん
が
大
勢
で
集
ま
り
、
元
気

の
ひ
け
つ
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

�
及
び
�　

左
表
の
と
お
り

■
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

　

分
３０■

内
容　

血
圧
測
定
、
は
つ
ら
つ

体
操
、
健
康
に
つ
い
て
の
話
、
試

食
な
ど

■
持
参
品　

健
康
手
帳

〔
町
民
ス
キ
ー
教
室
〕開
催

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

〔
冬
期
健
康
相
談
会
〕開
催

お
気
軽
に
ご
参
加
を

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

完成予定
年 月 日工事者名工事費工 事 名場　所

１４．２．８㈱ 松井組２８７

バス待合所
（文化センター
前上り線）
新築工事

中之島

���������������������

万円

〔冬期健康相談会〕月日及び会場など

会　　　場対 象 地 区月　　日

池之島集落開発センター池 之 島３０日�１　

月 中 興 野 公 民 館中興野・新栄・幸南３１日�

上沼新田ふれあいセンター上 沼 新 田１日�

２　
　
　
　
　

月

上 野 ふ れ あ い セ ン タ ー中 条 第 一４日�

鶴 ヶ 曽 根 集 会 所鶴 ヶ 曽 根５日�

粕 島 集 落 セ ン タ ー粕 島６日�

思 川 押 切 公 会 堂押 切 思 川７日�

高畑集落ふれあいセンター高 畑８日�

杉 之 森 公 会 堂杉 之 森１２日�

中条新田第三集落開発センター中 条 新 田 第 三１３日�

赤小沼集落ふれあいセンター赤 小 沼１４日�

西野新田農家生活改善センター西 野 新 田１５日�

中 西 集 落 開 発 セ ン タ ー中 西１８日�

大沼新田集落開発センター大 沼 新 田１９日�

中野西部集落開発センター末 宝２０日�

中 野 分 館中 野 中２１日�

西 所 分 館西 高 山 新 田２２日�
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町
で
は
、
献
血
事
業
の
推
進
・

普
及
を
図
る
た
め
、
５
回
以
上
献

血
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
毎
年

度
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
、
今

年
度
の
表
彰
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
５
回
以
上
献
血
さ
れ
、
過
去
に

こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

町
内
在
住
者

�
１
月　

日
�
ま
で
に
、
問
い
合

３１

わ
せ
先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
際
に
は
、
献
血
手
帳

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申�

■
県
少
年
自
然
の
家
「
雪
と
炎
の
つ
ど

い
」
参
加
者
募
集
中

　

県
少
年
自
然
の
家
で
は
、
次
の
と
お

り
「
雪
と
炎
の
つ
ど
い
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

�
２
月
９
日
�
〜　

日
�　

�
県
少
年

１０

自
然
の
家
（
中
条
町
）　

�
小
学
４
〜

６
年
生
及
び
中
学
生　

�
４
、
０
０
０

円　

内
容　

歩
く
ス
キ
ー
、
ど
ん
ど
焼

き
な
ど　

�
１
月　

日
�
ま
で
に
問
い

２４

合
わ
せ
先
へ
保
護
者
が
電
話
で
申
し
込

み　

�
県
少
年
自
然
の
家
（
�
０
２
５

４

－　

－

２
２
２
４
）

４６

■
県
立
新
潟
女
子
短
大
「
平
成　

年
度

１４

特
別
受
講
生
」
募
集

　

県
立
新
潟
女
子
短
大
で
は
、
次
の
と

お
り
「
平
成　

年
度
特
別
受
講
生
」
を

１４

募
集
し
ま
す
。

�
満　

歳
以
上
で
半
年
ま
た
は
、
１
年

１８

間
継
続
で
き
る
方　

�
雑
費
と
し
て
１

科
目
に
つ
き
１
、
０
０
０
円　

申
込
科

目
数　

一
人
３
科
目
以
内　

公
開
科
目

　

科
目
（
内
容
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
）

５１募
集
期
間　

２
月
１
日
�
〜　

日
�　

２１

�
県
立
新
潟
女
子
短
大
教
務
係
（
�
０

２
５

－

２
７
０

－

１
３
０
２
）

■
「
精
神
保
健
相
談
会
」
開
設　

お
気

軽
に
ご
相
談
を

　

三
条
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
専

門
医
に
よ
る
「
精
神
保
健
相
談
会
」
を

開
設
し
ま
す
（
予
約
制
。）。

�
１
月　

日
�　

午
後
２
時
〜
４
時
、

１７

２
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

２１

３０

　

分　

�
三
条
保
健
所　

�
無
料　

�

３０三
条
保
健
所
地
域
保
健
課
（
�
０
２
５

６

－　

－

２
３
６
３
）

３６

￥�

申�

問�

￥�

問�

￥�

問�

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

5
回
以
上
の
献
血
者
を

表
彰
し
ま
す

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

母子保健事業の日程（ 1 月・ 2 月分）

対　　　象受付時間内　　　容月　日

平成１３年８月・９月生まれ午後１時３０分～２時４ カ 月 児 健 診１月１０日�

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

１月１８日�

保育所入所前の乳幼児とその保護者育 児 サ ー ク ル

平成１０年１２月～平成１１年１月生まれ午後１時～１時１５分３ 歳 児 健 診１月２９日�

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

２月１日�

保育所入所前の乳幼児とその保護者育 児 サ ー ク ル

平成１２年７月・８月生まれ午後１時～１時１５分１歳６カ月児健診２月５日�

午前９時３０分～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

２月１５日�

保育所入所前の乳幼児とその保護者育 児 サ ー ク ル

平成１３年５月・６月生まれ午前９時～９時３０分育 児 相 談 会２月２７日�

�町農村環境改善センター　�保健福祉課（�６１－２０１６）
※　母子手帳の発行は、このほかに保健福祉課の窓口で随時、受け付けています。

問�
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■
「
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
１
１

０
番
」
開
設

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
次
の
と
お
り

「
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
１
１
０

番
」
を
開
設
し
ま
す
。

�
２
月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
４

１７

１０

時　

�
無
料　

�
多
額
の
借
金
や
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
で
お
困
り
の
方　

受
付

電
話
番
号　

０
２
５

－

２
２
３

－

９
２

１
１　

�
県
司
法
書
士
会
事
務
局
（
�

０
２
５

－

２
２
８

－

１
５
８
９
）

■「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
の
無
料

相
談
実
施

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月
１

カ
月
間
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
に
つ
い

て
の
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
に
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
県
司
法
書
士
会
（
�
０
２
５

－

２
２

８

－

１
５
８
９
）

￥�
問�

問�

医
療
費
を
大
切
に

医
療
費
節
約
の
た
め
の

５
カ
条

　

医
療
費
を
大
切
に
使
う
た
め

に
は
、
検
診
な
ど
に
よ
っ
て
早

期
に
発
見
し
、
治
療
を
受
け
る

こ
と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、

お
医
者
さ
ん
を
信
頼
す
る
こ
と

で
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
正

し
く
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
医
療
費
節
約
の
た
め
の
５
カ

条
①
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

医
療
機
関
が
変
わ
る
た
び

に
、
検
査
な
ど
が
や
り
直
し

に
な
り
ま
す
。

②
家
庭
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

病
歴
な
ど
を
把
握

し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
治
療
の
効
果
が

上
が
り
ま
す
。

③
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う

④
診
療
時
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う

　

特
別
な
場
合
を
除

い
て
、
時
間
外
や
休

日
の
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
日
常
の
健
康
管
理
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う

４
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
の
申
請
免
除
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　

現
在
の
国
民
年
金
の

申
請
免
除
制
度
に
つ
い

て
は
、「
所
得
の

少
な
い
方
」「
保

険
料
の
納
付
が
困

難
で
特
別
な
理
由

が
あ
る
方
」
が
対

象
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
が
４
月
か
ら
保
険

料
免
除
基
準
の
変
更
に
よ

り
、
原
則
と
し
て
『
前
年

の
所
得
』
に
基
づ
い
て
免
除
の

判
定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
、
保
険
料
を
納
付
で

き
る
よ
う
に
「
半
額
免
除
制

度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

国保・年金
コーナー
相談窓口／町民課 �61－2014

４月から国民年金の保険料の

免除基準が変わります。

『前年の所得』に

　基づいて免除の判定

　　　雪しか祭り
　　　●月日／２月１６日�～１７日�
　　　●会場／千秋が原ふるさとの森及びハイブ長

岡周辺
　　　●内容／越後長岡ゆきがっせん、人間カーリ

ング、越後長岡ミス雪娘コンテスト、
雪・ 火  焔 フェスティバル、雪上花火、

か えん

ながおか１００だるま大会、雪あかり
製作体験など

　　　●連絡先／長岡商工会議所　�３２－４５００
………………………………………………………
　　　第３５回バスケットボール日本リーグ小千谷大会
　　　●日時／１月２０日�　午後２時～
　　　●会場／小千谷市総合体育館
　　　●料金／一般１，５００円、高校生１，０００円、小中

学生５００円（当日各５００円増）など
　　　●連絡先／市社会体育課　�８３－００７７
………………………………………………………
　　　とちお遊雪まつり
　　　●日時／２月１７日�　午前１０時～
　　　●会場／道の駅Ｒ２９０とちお
　　　●内容／城山の陣、スノーモービル試乗会、

キックターゲット、味自慢市など
　　　●連絡先／市観光協会　�５１－１１９５
………………………………………………………
　　　スノーフェスティバル in 越路
　　　●月日／２月９日�
　　　●会場／成出農村運動公園
　　　●内容／雪像づくり、かんじき競争、ステー

ジイベント、花火打ち上げなど
　　　●連絡先／町企画振興課　�９２－５９０２
………………………………………………………
　　　SKI NOW ２００２
　　　●月日／２月１６日�～１７日�
　　　●会場／古志高原スキー場及びあまやち会館
　　　●内容／スキー、スノーボードを楽しみなが

らの交流会。２０歳以上の男女２０名を
募集（予定）。

　　　●参加費／男性１万円、女性５，０００円（予定）
　　　●連絡先／村教育委員会　�５９－２３３９
………………………………………………………
　　　第４回えちごかわぐち物語 ’０２冬 雪洞火ぼたる祭
　　　●月日／２月９日�～１０日�
　　　●会場／キャンパス川口　多目的広場
　　　●内容／勇壮タイマツ競争、食の幸めぐり、

雪灯かり廻廊、雪上花火など
　　　●連絡先／町企画商工課　�８９－３１１２
………………………………………………………
　　　長岡圏域ＩＴまつり
　　　●月日／２月９日�～１０日�
　　　●会場／ハイブ長岡
　　　●内容／ホームページコンテスト、お絵かき

CGコンテスト、ブロードバンド体
験、インターネットセミナー、ITミ
ニ教室、モバイル用ホームページ作
成体験、Lモード電話体験、視覚障
害者のためのインターネット体験、
WAKWAKステーションⅡ、BSデ
ジタル放送など。入場無料。

　　　●連絡先／長岡地域広域行政組合
　　　　　　　　�３７－６０６７

越後のまん中、夢発信基地

���������	
��

●お詫び－広報なかのしま１２月号において、
次のとおり誤りがありました。深くお詫び
して訂正させていただきます。
�１４ページ『なかのしまの宝物発見⑮』につ
いて、①番のお地蔵さんとその位置

長　

岡　

市

小
千
谷
市

山
古
志
村

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

栃
尾
市

越
路
町

川
口
町



広報なかのしま ２００２．１月号 ��

　

昨
年　

月　

日
�
〜　

日
�
、

１２

１１

１２

文
部
科
学
省
の
主
催
に
よ
る
「
平

成　

年
度
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

１３
校
研
究
発
表
大
会
（
第
１
回
）」
が
、

東
京
都
で
開
催
。
こ
の
際
、
中
之

島
中
央
小
学
校
が
全
国
を
代
表
し

て
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
同

校
が
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

校
」
の
指
定
を
平
成　

年
度
に
受

１１

け
、
３
年
間
に
わ
た
る
「
体
ほ
ぐ

し
の
運
動
」
の
先
進
的
な
取
り
組

み
と
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

初
日
（　

日
）
の
全

１１

体
会
で
は
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
教
育
委
員
会

な
ど
の
関
係
者
の
前
で

阿
部
教
諭
が
「
体
ほ
ぐ

し
の
運
動
」
に
つ
い
て

発
表
。「『
体
ほ
ぐ
し
運

動
』
を
生
か
し
て
、
体

を
動
か
す
楽
し
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
し

て
仲
間
と
の
交
流
を
深

め
ら
れ
た
。
こ
の
学
習

に
よ
っ
て
、
休
み
時
間

や
放
課
後
、
休
日
に
も

進
ん
で
運
動
に
取
り
組

む
子
ど
も
が
増
え
た
。」

な
ど
の
こ
と
を
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
」

に
つ
い
て
は
参
会
者
の
関
心
も
高

く
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

◆
企
画
課

○　

平
成　

年　

月　

日
現
在
で

１３

１２

３１

「
工
業
に
関
す
る
統
計
調
査
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
月

中
旬
こ
ろ
ま
で
に
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
製
造
事
業

所
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
（
詳
し
い
内
容
を
平
成

　

年　

月
号　

ペ
ー
ジ
に
掲

１３

１２

１２

載
。）。

○　

立
町
（
村
）
１
０
０
周
年
記

念
誌
〔
中
之
島
１
０
０
年
の
歩

み
〕
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
価

格
は
窓
口
販
売
１
、
０
０
０
円

（
消
費
税
含
む
）。
郵
送
販
売

１
、
３
０
０
円
（
消
費
税
及
び

送
料
含
む
）
で
す
（
詳
し
い
内

容
を
平
成　

年　

月
号　

ペ
ー

１３

１２

１１

ジ
に
掲
載
。）。

◆
保
健
福
祉
課

　
「
生
ゴ
ミ
処
理
器
」
の
購
入
費

に
対
し
て
、
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
助
成
限
度
額
は
、
購
入
費

の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
が
コ
ン

ポ
ス
ト
及
び
ボ
カ
シ
容
器
が
３
、

０
０
０
円
。
電
動
処
理
器
が
３
万

円
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
購

入
前
に
保
健
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
（
詳
し
い
内
容
を
平
成

　

年
９
月
号　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）。

１３

１４

町
の
う
ご
き

中
之
島
中
央
小
学
校
が

〔
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
校
〕
と
し
て 

全
国
発
表

― 
平
成　

年
度
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
校　
　
　
　
　
　

１３

研
究
発
表
大
会
（
第
１
回
）
に
お
い
て 
―

引込線を�
　切らないで�

冬の温度は�
　20℃以下に�

�東北電気保安協会

「体ほぐし運動」の一つ『円形コミニュケーション』

「発表大会」

��広報なかのしま ２００２．１月号

　

ボ
ク
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
週
に

１
回
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
楽
し

く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

見
附
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

に
加
盟
し
、
年
２
回
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
と
年
２
回
の
リ
ー
グ
戦
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
員
は　

人
15

ほ
ど
で
、
下
は　
18

歳
か
ら
上
は　

歳
26

く
ら
い
ま
で
。
中

学
・
高
校
で
の
経

験
者
が
多
い
で
す

が
、
中
に
は
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
か
ら

初
め
て
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
や
っ

た
人
も
い
ま
す
。

　

練
習
に
参
加
し

て
く
れ
る
や
る
気
の
あ
る
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
一
緒
に
楽
し
く
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

韋
駄
天
（
い
だ
て
ん
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）　

サ
ー
ク
ル

紹
介

（

）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す
る
サ

ー
ク
ル
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
�　

－

２
０
１
１
）へ

６１

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
、
図
書
券（
５
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
先
月
号
の
正
解
》

　

市
町
村
合
併

《
先
月
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）》

佐
野　

道
子
（
中
西
）、
樋
山
ハ

ル
ミ
（
中
条
宮
村
）、
樋
山　

ヨ

シ
（
中
条
宮
村
）、
本
間
さ
く
ら

（
中
条
宮
村
）、
若
月　

富
一
（
下

沼
新
田
）

《
今
月
号
の
問
題
》

　

昨
年　

月
１
日
付
け
で
民
生
・

１２

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
々
の

人
数
は
何
人
で
し
ょ
う
。
○
の
中

に
当
て
は
ま
る
数
字
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
例
の
と

お
り
記
載
し
、
１
月　

日
�
（
必

２８

着
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広
報
ク
イ
ズ

？�
■記入例

中
之
島
町
大
字
中
之
島　
　
 
７８８

中
之
島
町
役
場
企
画
課　
 

広
報
ク
イ
ズ
係 
行　

□９ □５ □４ －□０ □１ □９ □２ クイズの答え

○○名

 住所

 氏名・年齢

 電話番号

町のことや広報につ

いてご意見・ご感想

をお聞かせください。

●●活動内容など●●

毎週木曜日
午後８時～10時活動日時

中之島中学校体育館活動場所

練習に参加してくれる
やる気のある方対 象 者

月1，000円費 用

活動日においでくださるか、
下記へご連絡ください。入会方法

本間　幸央
（�0258－66－5765）連 絡 先


